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ン パ 節転移を発症 . 数回の 5 F u / 1 - L V 療法施行 に

より
,
転移巣の コ ン トロ ー ル と全身状態の改善を認

めた . 5 F u / トL V 療法が有効で あ っ た 2 症例を経

験したの で報告する .

1 2 　 内 痔 核 に 対 す る 自 動 吻 合 器 を 用 い た 手 術 法

（P P H法）

田中修二・廣田正樹（新潟県立六日町病院外科）

伊 藤 寛 晃 ・ 木 原 一

内痔核の発生原因はか つ て 直腸静脈叢の嘗血 によ

る静脈癌性の変化とされて いたが ,
現在 で は支持組

織の 脆弱化による 直腸粘膜 の月工門外 へ の脱出とす

る虻門ク ッ シ ョ ン 説が主流とな っ て い る .
P P H 法

( p r o c e d u r e f o r p r o l a p s e a n d h e m o r r h oi d s) は ,

自動吻合器を用い余剰な直腸粘膜と上直腸動脈の 分

枝を切除する ことで ズ レを生 じた組織を短縮 し ,
同

時に内痔核 - の血沈を減ずる ことで痔核の 消退を図

ると いう新しい 発想 に基く手術 で ある . P P H 法で

は
, 駐門部に傷がない の で M illig a n- M o r g a n 法 に

比べ術後痔痛が少なく,
排便彼の 処置も不要と なり

入院期間の短縮が図れるという利点がある.

当院で は 2000 年3 月以後 P P H 法を内痔核例に施

行して い るが
,
当院での 手術手技 と成績に つ い て 報

告する .

1 3 　 3 D - C T に よ る V i r t u a l  E n e m a と V i r t u a l

E n d o s c o p y の 経 験 と 評 価

永 田 浩 一 ・ 遠 藤 俊 吾

工 藤 進 英 ・ 石 崎 秀 信
薄 井 信 介 ・ 日 高 英 二
岩下方彰・吉田達也（昭和大学横浜市北部病院消化器センター）
梅 澤 昭 子 ・ 井 上 晴 洋

田中淳一

当院では術前検査の 負担の軽減を目的に大腸癌で

は B a ri u m E n e m a に代えて ,
3 D -C T を施行 して

い る . 今回
,

こ れ らの 症例 につ い て 3 D -C T の 結果

を報告する . V i r t u al E n e m a で の病変の 同定は ,
内

視鏡検査時にク リッ ピン グを行うことで全例可能で

あ っ た . 隆起性病変と陥凹性病変の描出に つ い て は ,

v i r t u a l E n d o s c o p y で は10 m m 以下 の 隆起性病変

の描出も可能で あ っ た . しか し小さな陥凹性病変で

は
,
陥凹内に貯留した残連な どの ため , 描出は困難

な例が多か っ た . 内視鏡通過不能な狭窄病変で も送

気が可能で あれば, その 口側の観察が可能で あ っ た.

1 4 　 I n t e r v a l  a p p e n d e c t o m y を 施 行 し た 4 例

内藤万砂文・広田雅行（長岡赤十字病院小児外科）

膿癌形成型虫垂炎に対して 急惟期に手術を行うと,

創感染
,
遺残膿療

,
イ レ ウス 等の 合併症をきたし入

院が長期化する ことが少なくない . i n t e r v a l a p p e n-

d e ct o m y は急性期を保存的に治療し, 炎症消退期 に

虫垂切除術を行う方式で あるが ,
我 々 は 4 例に施行

し
,
幸い術後合併症をきた した例はなか っ た . 症例

を供覧し
,
i n t e r v a l a p p e n d e ct o m y の有用性を検討

する .

1 5 　 当 院 に お け る 小 児 急 性 虫 垂 炎 切除症例における

臨床的検討

佐藤大輔・鈴木俊繁（水戸済生会総合病院外科）

斎 藤 英 俊 ・ 山 洞 典 正

当院における5 年間の小児急性虫垂炎切除症例79

例に対し
,
臨床的検討を行 っ た . 年齢別で は 5 歳以

下は少なく,
l l - 15 歳が半分を占め ,

や や男児 に多

い傾向があ っ た . また 5 歳以 下 で は重症例が半分を

占めて い た.

全体の約10 % に術後合併症を認めた . しか し
,
カ

タル性虫垂炎では合併症は認め なか っ た . 合併症症

例では
,
術前 W B C は比較的高値を示すもの が多い

が
,
5 00 0 と低値のもの でも合併症を併発 した ･

C 氏p

値は
,
高値を示す傾向に あ っ た . また合併症症例で

は
,
病悩期間が長く , 在院日数が 長期化する傾向に

あ っ た .

1 6 　 穿 孔 部 不 明 の 新 生 児 腹 膜 炎 の 1 例

― 胎 便 性 腹 膜 炎 と の 関 連 は ？ ―

金哲樹・近藤公男（太田西ノ内病院小児外科）

大 澤 義 弘

症例は目齢3 日男児 . 在胎3 7 週 5 日 ,
25 70g , 帝切


